



Changes in Local Media Demand during the Covid-19 Pandemic

























































































































































































1 和歌山のアパレルブランド「nu」がオリジナルマスク販売 1カ月で1000枚超 ○ ○
2 和歌山・甘露寺に「鬼滅の刃」ファン　紀の川市が更衣室や撮影用背景など用意




7 和歌山・「信濃路」がメニュー限定でテークアウト半額提供 ○ ○
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2019年までは僅差ながら大阪のユーザーが多かったが，
2020年に初めて逆転し，和歌山のユーザーが一番にな
った。
4．考察
3.で挙げたPV，ユーザー数，地域，PVランキング
結果などから，コロナ禍における地域メディアの需要
を考察する。
4.1コロナ禍におけるPVの推移
まずは，コロナ禍が地域メディアのPVに与えた影
響を考察する。図4では，2020年に急激なPVとユー
ザー数の増加が見られる。PVとユーザー数の間には乖
離は少ない。2018年以降はおおよそ1ユーザーが平均
2ページを参照している。ユーザー比率はPVが急増し
た2020年でも50%を維持していることから，ユーザ
ー1人当たりの参照ページ数の増加によるPV増ではな
く，ユーザー数が増加したPV増とわかる。
2020年の急激なPV増は，コロナ禍における地域住
民の生活変化によるものと予想されるが，2018年から
2019年にも大きく増加し，PV増は2018年から始ま
っている可能性がある。そこで2018年以降にPV増に
影響しうる事象を上げ，PV増の要因を調査した。
同サイトは2018年7月にシステムリニューアル。従
来はスマートフォンなどの携帯端末とパソコンに別ペ
ージを用意していたが，スマートフォンに対応したデ
ザインに統一され，検索性が向上した。検証のため，
2018年のPVを前後期に分け，集計した。結果，PVは
後期に増加傾向にあったが，2019年の大きな増加を裏
付けるほどの差は見られなかった。次に表2の記事の
内容から，上位の芸能人関連ニュースがPVを大幅に
増加させた可能性を考慮し，1位記事のPVの年間PV
に対する比率を調べた。2019年1位の記事は1.3%ほ
どで，ほかの年と比較して突出した数値ではなかった。
最後に2019年3月のGoogle検索エンジンアップデー
トの影響を調べた。一次情報を持つ和歌経はGoogleか
らの流入が増加した可能性がある。2018年と比較し，
2019年はDirect（直接同サイトにアクセス）の比率が
最も高く，検索エンジンからの流入が増加の原因とは
断定できなかった。
和歌経の2018年以降のPV増の要因は，和歌経のデ
ータだけでこれ以上の分析は難しい。2020年には2018
年までの3倍以上のPVになり，それが純粋な訪問者増
により起きたこと，2019年から和歌経のPVは増加傾
向にあり，システム更新や検索エンジンの仕様変更な
ど，さまざまな要因が関係していることが予想される
が，特定の記事にPVが集中したことが原因ではない。
今後，同地域の他メディアとの比較や他地域のみんな
の経済新聞ネットワークの媒体と比較することでより
正確な分析が可能になるだろう。
4.2　コロナ禍におけるユーザー地域の変化
図5から，和歌経では2013年のサイト開設から隣接
する大都市・大阪のユーザーが最も多かったことがわ
かる。4.1で2020年のPV増加を考察したが，2020年
のPVを底上げしたのは和歌山のユーザーである。コ
ロナ禍で居住地域，勤務地の地域情報の必要性が増し
たと考えられる。緊急事態宣言の発出や，Stay Home
の呼び掛け，移動自粛などが連日報道されたが，テレビ
や大手ニュースサイトが発信する全国規模のニュース
は，地方では日常生活とは関連しない。これまでとは
異なる状況で日常生活を送るために，居住地域・生活
圏内の情報を得る必要がある。和歌経の配信記事や年
間ランキングの内容からはその傾向が顕著に見られる。
4.3　コロナ禍におけるコンテンツ変化
2020年に公開した記事全240本中，コロナ禍の「新
しい生活様式」に対応したものやコロナ禍で始まった
新たな取り組みの記事は42本で全体の17.5%を占め
た。表3の2020年PVランキングでは，10本中4本が
コロナ禍の新たな取り組みを伝える記事だった。4位
の公園に併設されたカフェと6位のテークアウト対応
店などは，新しい生活様式に対応した店舗だった。さ
まざまな祭りや催しが中止となり，図3で示した通り
イベント情報そのものが減少したが，5位のチューリ
ップ畑，9位の野外フェスなど，屋外のレジャー情報
が地域住民に求められ上位にランクインした。逆に表
2で2019年6位の大型商業施設は，2020年に開業日
を延期しオープンしたが，記事はトップ10入りせず，
20位にとどまった。これまでの傾向から大型商業施設
関連の記事はランキング上位に入ることが多い。2020
年の急激なPV増と「三密」を避ける心理が働くコロ
ナ禍では，地域住民は新しい生活様式に対応した取り
組みや店の情報を求めた。以上は，地域を限定し，小
さな情報を発信する地域メディアだから見える地域住
民の傾向と言える。
観光では，株式会社星野リゾート・星野佳路社長が
提唱する，自宅からおよそ1時間圏内の地元や近隣へ
の短距離観光「マイクロツーリズム」［5］が着目され，地
域メディアへのニーズはさらに高まるだろう。これら
の背景には，コロナ禍における県域をまたぐ移動自粛
要請が大きく影響していると考えられる。
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5．まとめと今後の課題
本稿では，1つの地域メディアからコロナ禍での地
域メディア需要の高まりの可能性を論じてきた。1地
域のウェブメディアのデータのみでは，地域性やメデ
ィア特性により偏りがあることは否めないが，コロナ
禍の地域メディアの需要の高まりを感じさせる結果が
得られた。今後，和歌山県内のほかのメディアや他地
域のメディアの調査と比較することで，コロナ禍にお
ける地域メディアの需要を明らかにできるだろう。本
稿がその一助となれば幸いである。
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